
芸術科（書道）学習指導案 
 

                                                 　　　              

１　履 修 単 位 数　　　　　２単位 

２　実  施  日  時          令和７年１０月２１日(火)　　第３時限 

３　学　　　　　級          １０２・３ＨＲ　(２９名) 

４　使 用 教 科 書          書道Ⅰ（東京書籍） 

５　単元 (題材）名          漢字の書　行書（風信帖） 

６　単元設定の理由               

  (1)　生徒観 

　   本講座は、１年２・３組の選択生２９名である。何事にも真面目に粘り強く取り組むことができ、

明るく前向きな生徒が多い。書道入門期においては、その意義や重要性を理解させるため、楷書体

の「臨書」に焦点を当て指導しており、さまざまな書風を持つ古典作品を臨書することで表現の幅

を身につけ、臨書の楽しさが実感できるよう工夫してきた。生徒からは「各作品の特徴を表現する

のは難しいけれど、色々な筆遣いや表現方法があって面白い。」などの声が聞かれ、書写から書道

への発展を少なからず遂げていることを実感している。 

　 

  (2)　教材観                 　 

　本教材は、日本を代表する能書「三筆」の一人として知られる空海の書である。遣唐使として仏

法を学んだ最澄に宛てた手紙で、その書きぶりは自信とエネルギーあふれる多彩な表現を見ること

ができる。生徒も中学校までに真言宗の開祖として学習しており、また、四国八十八カ所のある徳

島では誰もが知る馴染みのある歴史人物である。その人物が、仏法だけでなく幅広い書文化をも吸

収し、日本の書の礎を築いたことに触れ、関心を持たせたい。また、教科書には行草書の肉筆とし

て原寸で全文が掲載されているため、見やすく見応えのあるものとなっている。行書の美しさや表

現効果を味わい、その用筆法を学ぶには行書の初心者である生徒にとっても適した教材であるとい

える。 

  

　(3)　指導観                    

     本単元の指導にあたっては、古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成を理解し、

古典に基づく基本的な用筆・運筆を身につけられるよう指導する。また、古典の特徴を理解し、臨

書した作品や姿勢をペアで鑑賞・批評することで、自分の作品を他者による新たな視点で見つめ、

そこでの気付きを作品制作に生かす。 

 

７  単元の目標                   

  (1)  古典の時代背景、書風、表現効果について理解する。（知識及び技能） 

　(2)  古典の用筆・運筆、字形、全体の構成と意図に基づいた表現について構想する。 

（思考力、判断力、表現力等） 

　(3)　古典の良さや美しさを感受し、作品や書の意味や価値を考えながら、書に対する感性を豊かに

　　 し、書を愛好する心情を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

８　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①古典の時代背景・書風・表 ①古典の基本的な用筆を理解 ①主体的に古典の良さや美し　

　現効果を理解している。 　 し、書風や特徴を捉え、表現 　 さを感じとろうとしている。 

②行書の古典に基づく基本的 　 に生かしている。 ②作品をよく観察し、作品の

　な用筆・運筆の技能、線質、②行書の古典の書体や書風に 　良い点や改善点を見い出し、

　字形や構成を生かした表現 　即した用筆、運筆、字形、 　能動的に活動しようとして

　を身につけている。 　全体の構成について構想し 　いる。

　工夫している。



９　指導と評価の計画（全４時間）　 

次 学　習　活　動 評価規準・評価方法

第１次 ・「風信帖」の時代背景・特徴について理解する。 プリント 
（１時間） ・「風信帖」と「蘭亭序」を比較鑑賞し、相違と点画の特徴 授業態度

を考える。

第２次 ・「風信帖」の「風信」「雲書」部分の表現要素について分析的に鑑 プリント 
（２時間） 賞し、臨書のポイントを構想しながら半紙に臨書する。 授業態度 

・他者との意見交換や相互評価を通して臨書のポイントを整理し、 ペア活動への取り組み
表現を工夫する。（２／２本時）

第３次 ・これまでの学習を生かし、「風信雲書」の四字を半紙に臨書する。 プリント 
（１時間） 授業態度 

提出作品

10　本時の目標（全４時間中の３時間目） 
「雲書」の字形や用筆について考え、他者と共有しながら表現を工夫して臨書をする。 

 
11　本時の展開 

時間 学習活動
 

指導上の留意点
  評価の方法

知識・技能 思考・判 主体的に学習 
断・表現 に取り組む 

態度

知 知 技 思 思 態 態
表 鑑 表 鑑 表 鑑

導入 ・用具の準備と本時の ・前時で学んだ古典の特徴をプ  観 
５分 　学習内容を確認する。   リントで振り返る。  

・「風信帖」の特徴を  
　復習する。

展開 ・前時に撮影した運筆動 ・タブレット端末を使用し、運 観  観 
３５分  画を視聴し、自己の運   筆動画を視聴させる。正しい  

 筆の様子を確認する。   姿勢筆の持ち方を確認させる。  
  
  

・ペアで、臨書する上で ・運筆動画を共有しながらどの 
 注意した点を共有する。   ような点に注意して書いたか 
   や他者の良いところについて 
   意見交換することを伝える。 

  
・自身の運筆動画と比較 ・抑揚を利かせたり、筆圧をか 
 しながら示範動画を視   けたりする筆の動きに注目す 
 聴し、運筆や字形を確   るよう促す。 
 認する。  

  
・作品を完成させる。 ・動画や話し合いを通して分析し

　 た点を意識させる。

まとめ ・清書作品を提出する。 作 作 
１０分 ・片付けをする。

12　評価及び指導の例 

「十分満足できる」と判断 古典の書風や特徴を理解し、古典の基本的な用筆・運筆や技法を身につ
される状況 け、表現できる。

「おおむね満足できる」状 個々の課題に対応できるよう、個別指導を行う。また、相互評価を取り
況を実現するための具体的 入れ、さまざまな視点で作品を見て作品制作に生かせるようにする。
な指導・手立て


